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出席した役員に事故の対応等を説明する古賀日本遺族会会長
（４月12日：九段会館）

　

日
本
遺
族
会
は
四
月
十
二
日
㈫
、
九
段
会
館
に
お
い
て
緊
急
の
理
事
会
、
評
議
員
会

を
開
催
し
、
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
九
段
会
館
ホ
ー
ル
の
天

井
落
下
事
故
の
対
応
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　

会
議
で
は
、
事
故
の
経
過
報
告
に
続
い
て
日
本
遺
族
会
及
び
九
段
会
館
の
今
後
の
運

営
に
つ
い
て
審
議
し
、
九
段
会
館
に
つ
い
て
は
四
月
十
二
日
付
け
を
も
っ
て
廃
業
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　

日
本
遺
族
会
理
事
会
は
午

前
十
時
三
十
分
か
ら
、
ま
た

評
議
員
会
は
同
日
の
午
後
二

時
か
ら
行
わ
れ
た
が
、
会
議

に
先
立
っ
て
出
席
役
員
全
員

で
事
故
現
場
を
視
察
、
そ
し

て
、
東
北
地
方
の
太
平
洋
側

を
中
心
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
、
そ
し
て
九
段
会
館
ホ

ー
ル
に
お
い
て
亡
く
な
ら
れ

た
お
二
人
に
黙
祷
を
捧
げ
た

後
、
審
議
に
入
っ
た
。

　

古
賀
誠
会
長
は
開
会
の
挨

拶
で
、
亡
く
な
ら
れ
た
お
二

人
に
対
し
哀
悼
の
意
を
表
す

る
と
共
に
、
大
勢
の
負
傷
者

を
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
陳

謝
、そ
し
て
被
害
者
に
対
し
、

今
後
と
も
誠
心
誠
意
対
応
し

て
行
く
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

続
い
て
事
務
局
か
ら
、
今

回
の
九
段
会
館
ホ
ー
ル
天
井

落
下
事
故
の
経
過
に
つ
い
て

報
告
・
説
明
が
行
わ
れ
、
次

い
で
「
日
本
遺
族
会
及
び
九

段
会
館
の
今
後
に
つ
い
て
」

が
上
程
さ
れ
た
。

　

九
段
会
館
の
運
営
に
つ
い

て
、
出
席
者
か
ら
「
戦
没
者

遺
族
の
心
の
拠
り
所
と
し

て
、
ま
た
遺
族
運
動
の
拠
点

と
し
て
長
年
親
し
ま
れ
て
き

た
会
館
で
あ
り
、
更
に
職
員

の
こ
と
も
考
慮
し
て
い
た
だ

き
、
是
非
と
も
存
続
の
方
向

で
検
討
願
い
た
い
」
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
が
、
昭
和
九

年
の
竣
工
以
来
、
既
に
七
十

七
年
が
経
過
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
今
後
も
東
南
海

地
震
な
ど
巨
大
地
震
が
発
生

す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
な

ど
の
諸
事
情
か
ら
、
協
議
の

結
果
、
会
館
を
廃
業
す
る
こ

と
と
し
、
土
地
及
び
建
物
を

国
に
返
還
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
た
。

　

更
に
、
公
益
部
門
の
日
本

遺
族
会
に
つ
い
て
は
、
昭
和

二
十
二
年
の
結
成
以
来
、
一

貫
し
て
英
霊
の
顕
彰
と
戦
没

者
遺
族
の
福
祉
向
上
に
努
力

し
て
き
た
が
、
内
閣
総
理
大

臣
の
靖
國
神
社
参
拝
を
は
じ

め
と
す
る
英
霊
顕
彰
問
題

や
、
平
成
二
十
五
年
の
「
妻

の
特
別
給
付
金
」、平
成
二
十

七
年
の
「
特
別
弔
慰
金
」
の

継
続
・
増
額
な
ど
の
遺
族
処

遇
改
善
運
動
等
、
多
く
の
課

題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
や
遺
骨
収
集
事

業
も
引
き
続
き
継
続
し
て
事

業
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
会
を
存
続
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　

な
お
、
九
段
会
館
を
国
に

返
還
し
た
と
し
て
も
、
戦
後

か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
お
世

話
に
な
っ
た
会
館
へ
の
全
国

戦
没
者
遺
族
の
愛
着
は
強

く
、
ま
た
歴
史
的
建
造
物
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
会
館
の

保
存
を
国
に
要
望
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。

　

そ
し
て
、
日
本
遺
族
会
の

九
段
会
館
閉
館
の
お
知
ら
せ 

　

　

謹
啓　

時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
本
会
の
運

営
等
に
つ
い
て
ご
協
力
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
九
段
会
館
ホ
ー
ル
の
天
井

が
剥
落
し
、
二
名
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
、
多
く
の
方
々
が
負
傷
す
る
と
い
う
大
惨
事
と
な

り
ま
し
た
。
本
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
衷
心
よ
り
お

祈
り
致
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
の
慰
藉
救
済
に
全
力
を
傾
注
し
、
今

後
二
度
と
こ
の
よ
う
を
事
態
が
起
き
て
は
な
ら
な
い
と
思
慮
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
四
月
十
二
日
に
理
事
会
及
び
評
議
員
会
を
開
催
し
、
九
段
会
館
の
今
後
に
つ

い
て
審
議
し
た
結
果
、
九
段
会
館
の
営
業
の
再
開
、
継
続
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
、
本

年
四
月
十
二
日
を
も
っ
て
、
や
む
な
く
九
段
会
館
を
廃
業
す
る
こ
と
を
決
議
い
た
し
ま
し

た
。

存
続
や
九
段
会
館
の
廃
業
に

伴
う
種
々
の
諸
問
題
に
つ
い

て
は
、
特
別
委
員
会
（
今
後

の
遺
族
会
を
考
え
る
特
別
委

員
会
）
を
設
置
し
検
討
し
て

行
く
こ
と
と
な
っ
た
。

４月12日に閉館が決まった九段会館

日 本 遺 族 会
理事会、評議員会

戦
没
者
遺
族
の
心
の
拠
り
所

九
段
会
館
の
閉
館
決
ま
る
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昭
和
三
十
三
年
の
創
業
以
来
今
日
ま
で
、
全
国
の
ご
遺
族
の
皆
様
方
に
一
方
な
ら
ぬ
御

厚
情
を
賜
り
な
が
ら
、
九
段
会
館
が
廃
業
の
や
む
な
き
に
至
り
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。
長
き
に
亘
り
九
段
会
館
に
数
々
の
ご
支
援
、
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
、
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
今
後
の
ご
健
勝
と
ご
発
展

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

謹
白　

　

平
成
二
十
三
年
四
月

財
団
法
人　

日　

本　

遺　

族　

会　
　

会　

長　
　

古　
　

賀　
　
　

誠　

各
都
道
府
県
遺
族
会
会
長　

殿
　

超
党
派
の
国
会
議
員
で
構

成
す
る
「
み
ん
な
で
靖
國
神

社
に
参
拝
す
る
国
会
議
員
の

会
（
会
長
・
瓦
力
元
防
衛
庁

長
官
）」
は
、
靖
國
神
社
春
季

例
大
祭
の
期
間
中
で
あ
る
四

月
二
十
二
日
の
早
朝
、
衆
参

両
院
国
会
議
員
百
二
十
二
人

（
谷
垣
禎
一
自
由
民
主
党
総

裁
ら
八
人
は
別
途
参
拝
）
が

そ
ろ
っ
て
昇
殿
参
拝
を
行

い
、
社
に
眠
る
戦
没
者
ご
英

霊
の
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と

共
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
た
。

　

し
か
し
、
政
府
か
ら
は
国

民
新
党
の
森
田
総
務
政
務
官

が
参
拝
し
た
が
、
菅
直
人
総

理
を
は
じ
め
閣
僚
の
参
拝
は

昨
年
に
続
い
て
行
わ
れ
な
か

っ
た
。

　

二
十
一
日
午
前
に
参
拝
し

た
谷
垣
自
民
党
総
裁
は
、
記

者
会
見
で
「
国
の
た
め
に
犠

牲
と
な
ら
れ
た
方
を
慰
霊
す

る
こ
と
は
必
要
だ
。
そ
う
い

う
気
持
ち
で
参
ら
せ
て
い
た

だ
い
た
」
と
語
っ
た
。

　

靖
國
神
社
春
季
例
大
祭
期

間
中
の
四
月
二
十
二
日
に
参

拝
さ
れ
た
衆
参
両
院
議
員
及

び
別
途
参
拝
の
議
員
は
次
の

と
お
り
。

　

（
党
派
別
・
敬
称
略
）

議
員
本
人
参
拝

▼
衆
議
院　

43
人

【
自
民
党
】
逢
沢
一
郎
、
秋
葉

賢
也
、
麻
生
太
郎
、
安
倍
晋

三
、
井
上
信
治
、
今
津
寛
、

今
村
雅
弘
、
大
島
理
森
、
梶

山
弘
志
、
加
藤
勝
信
、
北
村

茂
男
、
古
賀
誠
、
後
藤
田
正

純
、
高
市
早
苗
、
竹
下
亘
、

武
部
勤
、
竹
本
直
一
、
谷
垣

禎
一
、
田
村
憲
久
、
西
野
陽
、

西
村
康
稔
、
馳
浩
、
浜
田
靖

一
、
古
川
禎
久
、
古
屋
圭
司
、

保
利
耕
輔
、
森
英
介
、
森
山

裕
、
山
口
俊
一
、
山
本
有
二

【
民
主
党
】
網
屋
信
介
、
大
西

孝
典
、
高
野
守
、
中
後
淳
、

長
尾
敬
、
中
根
康
浩
、
萩
原

仁
、
福
島
伸
享
、
向
山
好
一
、

鷲
尾
英
一
郎
、
渡
辺
義
彦

【
た
ち
あ
が
れ
日
本
】平
沼
赳

夫【無
所
属
】
衛
藤
征
士
郎 

▼
参
議
院　

20
人

【
自
民
党
】
有
村
治
子
、
石
井

み
ど
り
、
磯
崎
仁
彦
、
岩
城

光
英
、
衛
藤
晟
一
、
小
坂
憲

次
、
佐
藤
正
久
、
塚
田
一
郎
、

浜
田
和
幸
、
牧
野
た
か
お
、

水
落
敏
栄
、三
原
じ
ゅ
ん
こ
、

山
谷
え
り
子
、
山
本
順
三
、

吉
田
博
美 

【
民
主
党
】
外
山
斎
、
羽
田
雄

一
郎
、
前
田
武
志 

【
み
ん
な
の
党
】
江
口
克
彦

【
た
ち
あ
が
れ
日
本
】藤
井
孝

男 【国
民
新
党
】
森
田
高 

【
無
所
属
】
大
江
康
弘
、
尾
辻

秀
久議

員
代
理
参
拝

▼
衆
議
院　

44
人

【
自
民
党
】
赤
澤
亮
正
、
阿
部

俊
子
、
甘
利
明
、
石
破
茂
、

稲
田
朋
美
、
伊
吹
文
明
、
江

渡
聡
徳
、
江
藤
拓
、
遠
藤
利

明
、
小
里
泰
弘
、
金
子
一
義
、

金
田
勝
年
、
木
村
太
郎
、
小

池
百
合
子
、
佐
田
玄
一
郎
、

塩
崎
恭
久
、
塩
谷
立
、
新
藤

義
孝
、
高
木
毅
、
武
田
良
太
、

田
中
和
徳
、
棚
橋
泰
文
、
谷

川
弥
一
、
田
野
瀬
良
太
、
徳

田
毅
、
中
川
秀
直
、
中
谷
元
、

二
階
俊
博
、
額
賀
福
志
郎
、

野
田
聖
子
、
平
井
卓
也
、
福

井
照
、
松
本
純
、
三
ツ
矢
憲

生
、
村
上
誠
一
郎
、
望
月
義

夫
、
茂
木
敏
充
、
森
喜
朗
、

山
本
公
一
、
山
本
拓 

【
民
主
党
】
糸
川
正
晃
、
川
口

博
、
早
川
久
美
子 

【
新
党
改
革
】
浅
野
貴
博 

▼
参
議
院　

20
人

【
自
民
党
】
青
木
一
彦
、
石
井

浩
郎
、
上
野
通
子
、
大
家
敏

志
、
岡
田
広
、
金
子
原
二
郎
、

岸
信
夫
、
関
口
昌
一
、
谷
川

秀
善
、
中
曽
根
弘
文
、
中
西

祐
介
、
林
芳
正
、
松
村
龍
二
、

松
山
政
司
、
山
崎
正
昭
、
山

本
一
太
、
若
林
健
太

【
た
ち
あ
が
れ
日
本
】片
山
虎

之
助
、
中
山
恭
子 

【
新
党
改
革
】
荒
井
広
幸

絶　
　
　

筆　
　
　
　
　
　
　
　

海
軍
大
尉　

碓　

本　
　
　

守　

命　

昭
和
二
十
年
五
月
四
日

南
西
諸
島
方
面
に
て
戦
死

滋
賀
県
大
津
市
下
平
蔵
町
出
身　

二
十
五
歳

拝
啓
、
長
い
間
御
無
沙
汰
許
（
ば
か
）
り
致
し
、
誠
に
申
訳
あ
り
ま
せ

ん
。
皆
々
様
、
何
時
も
御
元
気
の
由
、
慶
賀
に
堪
へ
ま
せ
ん
。
私
も
元
気

で
す
。

愈
々
出
撃
で
す
。
長
い
二
十
五
年
、
本
当
に
有
難
う
御
座
居
ま
し
た
。
私

は
悠
久
の
大
義
に
生
き
て
生
き
ま
す
。

私
の
今
ま
で
詫
間
に
於
け
る
状
況
は
、
私
の
教
へ
た
練
習
生
が
、
今
度
大

津
空
へ
行
き
ま
し
た
か
ら
、
そ
の
練
習
生
か
ら
聞
い
て
下
さ
い
。

で
は
、
皆
様
い
つ
い
つ
ま
で
も
元
気
に
や
っ
て
下
さ
い
。

父
上
、
母
上
、
幸
子
、
智
、
榮
子
、
千
ち
ゃ
ん
、
皆
さ
よ
う
な
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守　

皆
々
様

荷
物
の
方
も
行
李
（
こ
う
り
）
だ
け
は
後
か
ら
送
り
ま
す
。

ト
ラ
ン
ク
は
練
習
生
が
外
出
の
時
、
家
ま
で
持
っ
て
来
て
呉
れ
ま
す
。

練
習
生
が
遊
び
に
来
た
時
は
、
可
愛
が
っ
て
や
っ
て
下
さ
い
。

こ
の
練
習
生
は
、
練
習
機
で
離
着
水
だ
け
や
っ
て
後
、
取
止
め
に
な
っ
た

の
で
す
。

残
念
で
す
が
致
し
方
あ
り
ま
せ
ん
。

師
範
学
校
の
方
に
も
宜
敷
（
よ
ろ
し
く
）。

川
瀬
、
猪
飼
の
小
母
さ
ん
に
も
宜
敷
。　
　
　
　
　

（
原
文
の
ま
ま
）

【
平
成
二
十
三
年
五
月　

靖
國
神
社
社
頭
掲
示
】

昇殿参拝する衆参国会議員（４月22日：靖國神社）

衆参国会議員130人が参拝
靖國神社春季例大祭
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遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業

二
十
周
年
記
念
「
洋
上
慰
霊
」
　

　

こ
の
度
、
日
本
政
府
、
日

本
遺
族
会
、
そ
の
他
多
く
の

方
々
の
ご
好
意
に
よ
り
、
お

父
さ
ん
の
戦
死
し
た
海
域
・

九
州
南
方
に
来
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
三
月
二
十
一

日
、
海
軍
神
雷
桜
花
特
別
攻

撃
隊
で
一
式
陸
攻
の
主
操
縦

者
と
し
て
参
戦
し
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
敵
艦

を
発
見
す
る
前
に
敵
機
の
攻

撃
を
受
け
て
全
滅
し
、
戦
死

者
百
三
十
数
名
と
記
録
に
残

っ
て
い
ま
す
。
非
常
に
悔
し

く
残
念
だ
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
残
さ
れ
た
家
族
も
辛

く
悲
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
時
に
お
父

さ
ん
ら
が
敵
艦
を
発
見
し
、

特
攻
機
が
敵
艦
に
命
中
し
た

な
ら
、
菊
花
の
搭
乗
員
は
勿

論
の
こ
と
、
敵
と
は
云
え
多

く
の
将
兵
が
戦
死
し
、
私
た

ち
と
同
じ
様
に
故
郷
に
残
さ

れ
た
家
族
が
悲
し
む
こ
と
を

思
え
ば
複
雑
な
気
持
ち
で
す
。

　

お
父
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た

年
の
八
月
十
五
日
、
日
本
は

戦
い
に
敗
れ
戦
争
は
終
わ
り

ま
し
た
。
現
在
、
日
本
は
六

十
六
年
間
、
戦
争
も
な
く
平

和
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
し
て

い
ま
す
。
お
父
さ
ん
の
操
縦

す
る
飛
行
機
を
製
作
し
て
い

た
水
島
の
工
場
も
、
敵
機
の

攻
撃
を
受
け
焼
失
し
ま
し

た
。
そ
の
後
再
建
さ
れ
、
現

在
は
自
動
車
を
製
作
し
て
い

ま
す
。
周
辺
の
海
は
埋
め
立

て
ら
れ
、
化
学
工
場
や
製
鉄

所
が
で
き
日
本
有
数
の
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
が
戦
死
し
た
二

カ
月
前
に
生
ま
れ
た
私
は
、

今
年
六
十
六
歳
に
な
り
ま
し

た
。
小
学
校
六
年
生
の
時
、

株
式
会
社
ク
ラ
レ
か
ら
い
た

だ
い
た
ビ
ニ
ロ
ン
の
学
生
服

を
着
て
靖
國
神
社
に
参
拝
し

ま
し
た
。
立
派
な
神
社
で
、

こ
ん
な
場
所
に
お
父
さ
ん
が

お
祀
り
さ
れ
て
い
る
の
か
と

思
う
と
誇
ら
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

　

二
歳
ま
で
母
の
実
家
で
生

活
し
、
そ
の
後
、
色
々
と
事

情
が
あ
っ
て
お
父
さ
ん
の
生

ま
れ
育
っ
た
家
で
、
武
夫
伯

父
さ
ん
に
育
て
て
頂
き
ま
し

た
。
そ
の
伯
父
さ
ん
も
、
私

が
小
学
校
四
年
の
時
、
病
気

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
病
院
に
支
払
う

お
金
が
無
く
、
家
族
で
大
切

に
育
て
て
い
た
牛
を
売
り
に

出
し
ま
し
た
。
牛
買
が
受
け

取
り
に
来
た
時
、
牛
が
悲
し

い
泣
き
声
を
出
し
、
な
か
な

か
門
か
ら
出
よ
う
と
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
門
を
出
て
か
ら

も
家
の
方
を
振
り
返
り
、
悲

し
い
目
を
し
て
い
た
の
を
鮮

明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
サ
カ
エ
伯
母
さ

ん
と
従
兄
弟
三
人
と
私
で
、

先
祖
か
ら
の
田
畑
を
耕
し
、

国
か
ら
い
た
だ
い
た
お
父
さ

ん
の
恩
給
で
生
活
し
土
倉
家

を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
叔
母

さ
ん
は
、
朝
早
く
か
ら
夜
暗

く
な
る
ま
で
田
畑
で
働
く
元

気
な
人
で
し
た
が
八
十
二
歳

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

お
父
さ
ん
が
農
業
を
し
て

い
た
水
江
の
村
も
、
今
は
宅

地
と
な
り
米
を
作
る
人
が
い

な
く
な
り
ま
し
た
。
私
も
池

の
上
の
田
を
埋
め
、
家
を
建

て
て
息
子
夫
婦
と
孫
二
人
と

一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

娘
も
近
く
に
住
ん
で
い
る
の

で
、
孫
二
人
を
連
れ
て
時
々

遊
び
に
来
ま
す
。
み
ん
な
元

気
で
過
ご
し
て
い
ま
す
の
で

ご
安
心
下
さ
い
。
今
日
は
お

父
さ
ん
の
好
き
だ
っ
た
酒
を

持
参
し
ま
し
た
の
で
召
し
上

が
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た

皆
様
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
様
な

戦
争
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い

こ
と
を
祈
り
ま
す
。

︱
あ
と
が
き
︱

　

こ
の
度
、
戦
没
者
遺
児
に

よ
る
洋
上
慰
霊
友
好
親
善
訪

問
団
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た

父
の
戦
没
地
を
訪
問
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

三
月
五
日
に
客
船
〝
ふ
じ

丸
〟
に
乗
船
し
神
戸
港
を
出

航
。
沖
縄
か
ら
台
湾
、
そ
し

て
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
小
笠
原
諸

島
な
ど
を
巡
り
、
全
国
各
地

か
ら
参
加
さ
れ
た
遺
児
が
各

洋
上
で
執
り
行
わ
れ
た
慰
霊

祭
に
臨
み
、
父
に
追
悼
の
言

葉
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

慰
霊
祭
は
各
海
域
で
十
二

回
行
っ
て
い
た
だ
き
、
父
の

戦
没
し
た
九
州
南
方
の
慰
霊

祭
は
、
事
業
実
施
の
最
初
、

第
一
回
目
の
慰
霊
祭
と
な
り

ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く

の
雨
天
で
し
た
が
、
六
階
後

部
デ
ッ
キ
に
お
い
て
慰
霊
祭

を
執
り
行
っ
て
い
た
だ
き
、

故
郷
か
ら
持
参
し
た
米
、
水

を
菊
花
と
共
に
群
青
色
の
深

海
に
眠
る
父
に
手
向
け
、
父

と
酒
を
酌
み
交
わ
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
沖
縄
で
は
那
覇
市

の
泊
港
に
入
港
。
港
か
ら
バ

ス
で
沖
縄
南
端
の
摩
文
仁
に

建
立
さ
れ
て
い
る
〝
岡
山
の

塔
〟
に
赴
き
参
拝
。

　

更
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、

マ
ニ
ラ
市
内
の
産
婦
人
科
病

院
を
訪
問
し
ま
し
た
。
先
の

戦
争
で
多
く
の
人
々
に
多
大

な
犠
牲
を
強
い
る
こ
と
と
な

っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
し
た

が
、
参
加
者
が
持
ち
寄
っ
た

衣
類
、
タ
オ
ル
、
文
房
具
な

ど
を
贈
り
大
変
喜
ば
れ
ま
し

た
。
院
内
で
多
く
の
赤
ち
ゃ

ん
が
元
気
に
育
っ
て
い
る
様

子
を
拝
見
し
、
心
和
む
一
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
洋
上
慰
霊
に
は
全

国
各
地
か
ら
三
百
四
十
八
名

と
い
う
大
勢
の
方
々
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
が
、
岡
山
県
か

ら
は
私
の
ほ
か
、
倉
敷
市
玉

島
か
ら
井
上
正
平
さ
ん
、
岡

山
市
か
ら
笠
原
英
子
さ
ん
、

故
引
靜
惠
さ
ん
の
計
四
名
が

参
加
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
ロ
ン
ボ
ッ
ク
海
峡
、
徳

之
島
沖
合
、
パ
ナ
イ
島
西
方

の
洋
上
に
於
い
て
父
上
を
亡

く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
父
の
慰
霊
追
悼

と
友
好
親
善
を
目
的
に
一
致

結
束
し
、
三
月
十
六
日
、
無

事
、
神
戸
港
に
帰
港
し
ま
し

た
。

倉
敷
市
水
江

　
　
　

土
倉　

和
直

岡山県から参加された皆さん。
左から井上さん、故引さん、笠原さん、土倉さん（ふじ丸のデッキにて）

洋上慰霊で使用された船舶「ふじ丸」

追
悼
の
こ
と
ば
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遺
族
会
の
動
き

平
成
二
十
三
年
五
月
行
事
表

３
日　

比
島
観
音
恒
例
祭
典
（
最
上
稲
荷
山
・
妙
教
寺
）

５
日　

岡
山
県
戦
没
者
春
季
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

６
日　

岡
山
県
護
國
神
社
春
季
慰
霊
大
祭
（
県
護
國
神
社
）

７
日　

岡
山
市
西
大
寺
遺
族
連
合
会
女
性
部
総
会
（
玉
野
市
内
）

　
　

久
米
郡
美
咲
町
旭
地
区
江
与
味
戦
没
者
慰
霊
祭（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

美
作
市
英
田
支
部
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

９
日　

第
二
回
日
遺
特
別
委
員
会
（
九
段
会
館
）

　
　
　

県
護
國
神
社
崇
敬
者
大
総
代・総
代
合
同
臨
時
総
会（
い
さ
お
会
館
）

12
日　

津
山
市
遺
族
連
合
会
総
会
（
津
山
総
合
福
祉
会
館
）

13
日　

和
気
郡
遺
族
連
合
会
役
員
総
会
（
和
気
交
通
公
園
研
修
室
）

15
日　

総
社
市
遺
族
連
合
会
役
員
総
会
（
総
社
市
総
合
福
祉
Ｃ
）

16
日　

倉
敷
市
倉
敷
遺
族
連
合
会
総
会
（
倉
敷
市
市
役
所
）

　
　
　

笠
岡
市
遺
族
連
合
会
定
期
総
会
（
笠
岡
市
老
人
福
祉
Ｃ
）

　
　
　

新
見
市
上
市
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

17
日　

井
原
市
戦
没
者
追
悼
式
（
井
原
市
民
会
館
）

　
　
　

高
梁
市
高
梁
地
区
戦
没
者
追
悼
式
（
高
梁
総
合
福
祉
Ｃ
）

20
日　

第
三
回
日
遺
特
別
委
員
会
（
九
段
会
館
）

22
日　

倉
敷
市
児
島
遺
族
連
合
会
総
会
（
児
島
文
化
Ｃ
）

25
日　

備
前
市
遺
族
連
合
会
総
会
（
備
前
市
役
所
大
会
議
室
）

26
日　

日
遺
理
事
会
・
評
議
員
会
（
九
段
会
館
）

　
　
　

日
遺
政
理
事
会
・
総
会
（
九
段
会
館
）

27
日　

瀬
戸
内
市
遺
族
連
合
会
役
員
会
（
牛
窓
町
公
民
館
）

　
　
　

真
庭
市
遺
族
連
合
会
総
会
（
勝
山
保
健
福
祉
Ｃ
）

　
　
　

日
遺
支
部
事
務
局
長
会
議
（
九
段
会
館
）

　
　
　

日
遺
支
部
事
務
局
職
員
共
済
会
理
事
会
・
評
議
員
会
合
同
会

議
（
九
段
会
館
）

　
　
　

日
遺
政
都
道
府
県
本
部
事
務
局
長
会
議
（
九
段
会
館
）

30
日　

千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
拝
礼
式
（
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
）

31
日　

美
作
地
域
戦
没
者
招
魂
祭
（
津
山
雇
用
労
働
Ｃ
）

　
　
　

久
米
郡
久
米
南
町
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

平
成
二
十
三
年
六
月
行
事
表

２
日　

浅
口
市
郡
遺
族
連
合
会
評
議
員
会
（
鴨
方
町
内
）

　
　
　

小
田
郡
矢
掛
町
戦
没
者
追
悼
式（
矢
掛
町
農
村
環
境
改
善
Ｃ
）

５
日　

玉
野
市
遺
族
連
合
会
総
会
（
玉
野
総
合
福
祉
Ｃ
）

10
日　

加
賀
郡
遺
族
連
合
会
総
会
（
吉
備
中
央
町
福
祉
Ｃ
）

17
日　

真
庭
市
久
世
支
部
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

23
日　

沖
縄
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
（
沖
縄
県
）

25
日　

県
連
盟
正
副
会
長
・
常
任
理
事
合
同
会
議
（
県
連
盟
会
議
室
）

春
季
戦
没
者
慰
霊
行
事

　

新
緑
薫
る
護
國
神
社
で
厳
修

　

岡
山
市
中
区
奥
市
の
岡
山

県
護
國
神
社
に
は
、
明
治
か

ら
先
の
大
戦
に
わ
た
り
尊
い

命
を
国
に
捧
げ
ら
れ
た
岡
山

県
出
身
戦
没
者
五
万
六
千
七

百
十
四
柱
の
御
霊
が
お
祀
り

さ
れ
て
い
る
が
、
去
る
五
月

五
日
・
六
日
の
両
日
、
恒
例

の
春
季
慰
霊
行
事
が
新
緑
薫

る
県
護
國
神
社
で
執
り
行
わ

れ
、
県
下
各
地
か
ら
戦
没
者

ご
遺
族
・
一
般
参
拝
者
ら
約

三
千
人
が
参
列
し
た
。

　

五
日
に
は
岡
山
県
戦
没
者

顕
彰
会
（
会
長
・
岡
﨑
豊
県

議
会
議
長
）
主
催
に
よ
り
県

戦
没
者
慰
霊
祭
が
執
り
行
わ

れ
、
古
矢
博
通
岡
山
県
副
知

事
を
は
じ
め
各
界
代
表
が
神

前
に
玉
串
を
捧
げ
、
国
難
に

殉
じ
た
ご
英
霊
に
感
謝
の
誠

を
捧
げ
る
と
共
に
、
三
月
十

一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
の
犠
牲
者
の
冥
福
を
お

祈
り
し
た
。

　

ま
た
、
翌
六
日
に
は
県
護

國
神
社
慰
霊
大
祭
が
執
り
行

わ
れ
、
終
日
、
大
勢
の
参
拝

者
で
賑
わ
っ
た
。

　

早
朝
か
ら
参
拝
者
案
内
・

交
通
整
理
等
に
ご
奉
仕
を
い

た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の

方
々
に
改
め
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
ご
列
席
を

賜
り
ま
し
た
各
界
代
表
の
皆

様
に
は
、
今
後
と
も
ご
英
霊

の
顕
彰
に
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
様
、
重
ね
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、県
遺
族
連
盟
で
は
、

両
日
の
慰
霊
式
典
に
あ
わ
せ

て
東
日
本
大
震
災
被
災
者
義

援
の
募
金
運
動
を
行
い
、
参

拝
者
か
ら
金
十
二
万
六
百
六

十
三
円
の
温
か
い
浄
財
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　

こ
の
た
び
の
慰
霊
行
事
に

ご
参
列
を
い
た
だ
い
た
各
界

代
表
の
方
々
は
次
の
と
お
り
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▼
岡
山
県
副
知
事 

　

古
矢　

博
通 

▼
岡
山
県
議
会
議
長 

　

岡
﨑　
　

豊 

▼
国
会
議
員 

　

逢
沢　

一
郎
（
代
理
）

　

村
田　

吉
隆
（
代
理
）

　

加
藤　

勝
信
（
代
理
）

　

阿
部　

俊
子
（
代
理
）

　

平
沼　

赳
夫
（
代
理
）

　

津
村　

啓
介

　

柚
木　

道
義

　

片
山
虎
之
助

　

橋
本　
　

岳
（
前
） 

▼
岡
山
県
議
会
議
員 

　

戸
室　

敦
雄

　

千
田　

博
通

　

天
野　
　

学

　

河
本　
　

勉

　

渡
辺　

英
気

　

岸
本　

清
美

　

伊
藤　

文
夫

　

佐
藤　

真
治

　

波
多　

洋
治

　

神
宝　

謙
一

　

蜂
谷　

弘
美

　

遠
藤　

康
洋

　

浅
野　
　

實

　

小
林　

健
伸

　

太
田　

正
孝

　

中
塚　

周
一

　

小
林　

義
明 

▼
市
町
村
長 

　

大
森　

直
徳（
和
気
町
長
）

　

山
野　

通
彦（
矢
掛
町
長
）

▼
市
町
村
議
会
議
員 

　

二
嶋　

宣
人
（
岡
山
市
）

　

川
本
浩
一
郎
（
岡
山
市
）

　

松
島　

重
綱
（　

〃　

）

　

和
気　
　

健
（　

〃　

）

　

三
谷　
　

實
（
高
梁
市
）

▼
岡
山
県
神
社
庁
副
庁
長 

　

河
本　

貞
紀 

▼
岡
山
県
神
社
総
代
会
会
長

　

松
田　
　

堯 

▼
岡
山
県
偕
行
会
会
長 

　

高
原　

忠
敏 

▼
自
民
党
第
二
選
挙
区

　

支
部
長　

山
下　

貴
司 

▼
自
民
党
ふ
る
さ
と
振
興

　

支
部
長　

山
田　

美
香

　

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？
　

　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
（
第
九
回
）
の
請
求
手
続
き
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
、
請
求
手
続
き
（
受
給
申
請
）
が
行
わ
れ
て
い
る
第
九
回
特
別
弔
慰

金
は
、
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
同
21
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
公
務
扶

助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
方
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
平

成
21
年
４
月
１
日
の
時
点
で
前
述
の
年
金
受
給
者
が
い
な
い
場
合
、
残
さ
れ

た
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
、
額
面
24
万
円
、
六
年
償
還
（
年
４

万
円
）
の
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
特
別
弔
慰
金
の
請
求
手
続
き
は
、
ご
遺
族
が
現
在
お
住
ま
い
の
市
区

町
村
役
場
の
援
護
担
当
課
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
請
求
期
限
が
平
成
24
年
４

月
２
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
日
を
過
ぎ
ま
す
と
時
効
に
よ
り
受
給
権

利
が
消
滅
し
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　

な
お
、
受
給
要
件
等
（
支
給
を
受
け
る
方
の
順
位
な
ど
が
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
）
の
詳
細
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
県
保
健
福
祉
課
援
護
班
（
☎
〇
八
六

︲
二
二
六
︲
七
三
二
〇
）
又
は
市
区
町
村
役
場
援
護
担
当
課
ま
で
。

式典終了後、岡山県を代表し挨拶する古矢博通副知事
（５月５日：県護國神社）


